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【表1】早明戦スコア
スクラム ラインアウト モール／ラック
早稲田 　11i7＋4）
　17
i7＋10）
　41
i14＋27）
明　治 　11i7＋4）
　10
i6＋4）
　42
i24＋18）
【表2】セットプレー数（前半＋後半）
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【図1】ポジション別ボールタッチ数
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　では、このようなラグビーを実現する為の開始年齢はいったい何歳が理想的なのだろうか？また例
えばパスのスキルはいつ学べば良いのだろうか？この問題を解くヒントは、クルト・マイネルの「ス
ポーツ運動学」に見ることができる。この本は人の誕生時から老年までの運動発達の展望を詳細に述
べたもので、この中で彼は、「運動神経は幼年期から効果的刺激（情報先行技能；レディネス）を持て
ば、その後の運動技能と洗練度が増し適正年齢で開花する」と述べ、それは単純な上昇曲線を示すわ
けではなく、骨格・筋力・心肺機能などの発達段階に応じて習得の程度が異なり伸びる時期と伸びな
い時期が存在する。正しい時期に新しい運動刺激（環境と指導）を与えるとスキルの吸収が早く飛躍
的に進歩する。こうしたバランス良く調和する、いわば発達過程のクライマックスを「Golden　Age」
（即位の習得；一般の運動系では9歳から12歳）と名付けた。例えば「投」という運動の発達過程を例
にとると、子供は1歳前にボールなど小物を転がし、2歳ではそれを両手で投げ、3歳で全身を調整さ
せながら投動作をする。そして6歳に達する頃には助走のスピードを立派に利用して遠投ができるよう
になるという。しかし、一方で5歳頃ではその助走は、投げる段になって止まってしまい改めて投動作
に入る子供が多く、「投げる」という単純な動作なら3歳位、走と投の組み合わせでは6歳位が妥当な
開始年齢になる。ラグビーではボールの特殊性を考慮しても、ボールタッチの経験を幼児から小学校
低学年、様々なパスの練習を小学校低学年～高学年に教授することが理想であろう。
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　日本の現実はどうだろう？図2は平成8年度全国高等学校選手権大会（於；花園）に参加した51校
の中学時代のスポーツ歴である。フォワード・バックスともラグビー経験者は全体の約3割、他スポー
ツからの転向組は残り7割である。ほとんどの選手が高校で初めてラグビーボールに触れており、当然
「Golden　Age」を逸している。ニュージーランドやフィージーでは小さな子供がほぼ100％ラグビー
ボールで遊んでいるというのにこの差はどうだろう。最近若年層の競技として、タッチラグビーやタ
グラグビー（ラグビーボールを使って行う安全で容易なゲーム）の普及が本格化したり、強化組織の
改革、芝グランドの増加など、ラグビー協会でも様々なアプローチをしているが、教育現場でも早い
時期に多くの子供達がラグビーボールに触れる機会を与えてなければなるまい。
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團
ロラグビーqG4八）25，6％
團野球（含ソ7M”－JL）（gn八）20．6％
團ハ・スケ，トホ・一｝レ（46入｝11．3％
圃柔道（38入）93％
國サ。カ＿（27人）6．6％
圏ハ・レボOV　（24A｝5．9％
圏陸臓撫23入｝5．7％
圏その他t52八）　12、8％
璽無所属（9入｝　22％
■ラグビー一一（119入）　33．3％
團野球（含ソフトホ㌧ル）（84人）23．5％
睡1サッカー〔37人）10．4％
團陸h競技（30人）　8．4％
團ハ・スケットホ㌧ル（2蜘81％
國バレーボ一ル　（22人）　　6，2％
團柔道（4入）　1．1％
團その他（28入｝7、8％
圏無所属（4入｝　11％
■ラグビ＿（223入）29．2％
凹野球（含ソフトボール）（168入）22％
團ハ・スケ，トホ・一｝レ（75入）9，8％
團サッカ＿（碗｝84％
翻陸L轍（53入）69％
國パレホ㌧ル（46入）　60％
圃柔道（42人｝5．5％
園その他（81人llO、6％
國無所属（13入｝1、7％
【図2】中学時代のスポーッ歴
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　一方、ラグビーはあらゆる動作の混在する総合的ボールゲームとも言える。様々なケースを想定し、
多くの運動能力を準備しておくことが大切である。ある学習過程や練習過程の結果が、他の学習過程
や練習過程や結果に影響を及ぼすことを「転移」という。これには、パフォーマンスにプラスに働く
順行性のものと負に働く逆行性のものがあるが、7人制日本代表がバスケットの練習を取り入れたり、
東芝府中のフォワードが相撲部屋へ出稽古に通ったように、伝統的スタイルだけでなく、他のスポー
ツの長所を抽出し練習やゲームに生かすべきであろう。
　やがて100年の計を迎える日本のラグビーも、フォワードとキックを主体とした10Menラグビーか
ら、ウイングやフルバックがトライパターンを作り出すオープンラグビー、FWラッシュやCTBのク
ラッシュからボールをリサイクルしていくセーフティーラグビーへとそのスタイルを変え、現在はス
ペースを重視するスピーディーなラグビーに至っている。世界がプロ化の波の中でレベルアップして
いく時、日本も何か斬新な小気味良いハンドリングラグビーが必要である。近い将来欧州や南半球の
大男達と本当の試合ができる日を期待しラグビーの現場に携わっていきたいものである。
最後に
　恩師である黒田先生が昨年退官された。先生は体育の時間、「バスケットのパスやステップ、サッカー
のキック、テニスのフットワークなどはラグビーに通ずるものがある。これを運動転移というが、ラ
グビーばかりではなく他のスポーツもしっかりやりなさい」とおっしゃっていたことをこの機に思い
出した。この「運動転移」という言葉、先生はきっと技術的なことだけでなくスポーツそのものに対
する姿勢や考え方を言っておられたのではないだろうか。
